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内 閣 府 （ 防 災 担 当 ） 

 

南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ（第２９回） 

議事要旨について 
 

１．検討会の概要 
日 時：令和７年３月２７日（木）１５：３０～１７：３０ 

場 所：中央合同庁舎第８号館３階 災害対策本部会議室 

（対面・オンラインのハイブリッド開催） 

出席者：福和主査、今村委員・主査代理、井出委員、磯打委員、入江委員、奥村委員、 

片田委員、加藤委員、小室委員、小山委員、阪本委員、末松委員、関谷委員、 

根本委員、濵田委員（代理）、平田委員、廣井委員、渡邉委員（代理） 

（１８名） 

 

 

２．議事要旨 

事務局から、「とりまとめ（案）」について、資料に基づいて説明を行い、委員間で議

論を行った。委員からの主な意見は次のとおり。 

○ 南海トラフ地震の膨大な被害量を踏まえると、行政主体の取組には限界があること

を前面に出したうえで、自分の命は自分で守ること、様々な防災対策は自らがしっ

かり取り組むことを明確に記載する必要がある。 

○ 国民・事業者・行政などのあらゆる主体が力を合わせて災害に立ち向かうことを

「総力戦」という用語が使われているが、災害に対する取組は「戦い」ではなく、

自発的に実施するものであるから、別の用語で表現する必要がある。 

○ 今後の取組として、対策の進捗状況のフォローアップや被害予測手法の見直しに関

する議論に加え、防災意識の醸成や防災教育の充実、地域の住民を交えた地区防災

計画の推進についても着実に取り組んでいただきたい。 

 

 このほか、記載内容への修正意見について議論し、報告書（案）へ反映したうえで確

定することについて、主査から委員に諮り了承された。 

 

以上 


